
せ
き
・
こ
う
へ
い

1
9
7
8
年
、
秋
田
県
生
ま
れ
。
2
0
0
5
年
、

島
根
大
学
法
文
学
部
赴
任
。
現
在
、
同
教
授
。
一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
に
て
博
士
（
経
済
学
）。
福
祉
国
家
構
想
研
究
会
副
代
表
。
専
門
は
、
財

政
学
・
地
方
財
政
論
。
主
著
：『
地
域
か
ら
考
え
る
環
境
と
経
済
』（
共
著
、

有
斐
閣
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ア
、
2
0
1
9
年
）、『「
公
共
私
」・「
広
域
」
の
連
携
と

自
治
の
課
題
』（
共
著
、
自
治
体
研
究
社
、
2
0
2
1
年
）、『
地
域
社
会
の
持

続
可
能
性
を
問
う
―
山
陰
の
暮
ら
し
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
た
め
に
』（
共

著
、
今
井
出
版
、
2
0
2
4
年
）
な
ど
。

　

こ
こ
2
年
足
ら
ず
の
間
、
私

は
日
本
最
西
端
・
与
那
国
島
に

4
回
ほ
ど
通
っ
て
い
る
。
島
に

あ
る
に
ご
り
泡
盛
「
海
波
」
が

目
当
て
、
と
い
う
だ
け
で
は
な

い
。
2
0
1
6
年
に
自
衛
隊
駐

屯
地
が
新
設
さ
れ
て
以
来
、
島

は
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
り
、

そ
の
実
態
を
確
か
め
る
た
め
で

あ
る
。

　

人
口
1
7
0
0
人
余
り
の
島

に
沿
岸
監
視
部
隊
1
6
0
人
が

駐
屯
、
家
族
な
ど
を
合
わ
せ
る

と
島
の
人
口
の
2
割
に
迫
る
。

当
初
の
話
で
は
監
視
部
隊
だ
け

の
は
ず
が
、
近
年
に
な
っ
て
米

軍
と
の
合
同
軍
事
演
習
が
行
わ

れ
、
電
子
戦
部
隊
の
配
備
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
さ
ら

に
、
ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
新
規
配

備
、
駐
屯
地
近
く
の
沖
縄
県
内

最
大
の
湿
地
帯
を
破
壊
し
「
特

定
重
要
拠
点
」
と
し
て
の
大
規

模
港
湾
施
設
を
整
備
す
る
こ
と

な
ど
が
、
次
々
と
目
論
ま
れ
て

い
る
。

2
0
1
6
年
の
自
衛
隊
配
備

以
降
、
島
で
は
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
や
廃
棄
物
焼
却
処
理
施
設

な
ど
、
「
島
民
の
悲
願
」
と
も

い
う
べ
き
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
次

々
と
整
っ
て
い
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
全
て
は
防
衛
省
の
事
業

で
あ
り
予
算
で
あ
る
。
あ
た
か

も
、
自
衛
隊
配
備
に
よ
る
「
恩

恵
」
で
あ
る
か
の
ご
と
く
。

　

こ
う
し
た
構
図
は
、
原
発
や

核
の
ご
み
最
終
処
分
場
な
ど
原

子
力
施
設
の
立
地
と
同
じ
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
本
来
は
ど
の
地

域
で
あ
っ
て
も
国
と
し
て
保
障

す
べ
き
も
の
、
す
な
わ
ち
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
と
し
て
保

障
す
べ
き
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に

恣
意
的
な
財
政
措
置
が
あ
て
が

わ
れ
、
地
域
に
と
っ
て
は
「
恩

恵
」
の
ご
と
く
理
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
地
域
の
生
き
残
り
の

た
め
に
は
基
地
や
原
発
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
選
択
肢
し
か
残

さ
れ
て
い
な
い
と
、
住
民
は
追

い
込
ま
れ
、
応
じ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
背
景
に
は
地
方
交
付
税

を
は
じ
め
と
し
た
国
に
よ
る
地

方
自
治
体
へ
の
財
源
保
障
機
能

が
、
三
位
一
体
改
革
や
平
成
の

大
合
併
以
降
、
大
き
く
後
退
さ

せ
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
た
め
財
政
的
に
厳
し
い
周

辺
地
域
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

原
発
や
基
地
に
よ
る
恣
意
的
な

財
政
措
置
に
す
が
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

し
か
し
、
基
地
や
原
発
な
ど

の
国
策
に
未
来
を
委
ね
る
地
域

再
生
は
、
福
島
原
発
事
故
を
思

い
起
こ
す
ま
で
も
な
く
、
極
め

て
危
う
い
。
巨
額
の
基
地
・
原

発
マ
ネ
ー
で
潤
っ
た
よ
う
に
思

え
て
も
、
そ
れ
は
一
過
性
の
も

の
で
あ
り
、
か
え
っ
て
地
域
産

業
は
衰
退
し
、
自
律
的
な
地
域

経
済
発
展
を
阻
害
す
る
。

　

与
那
国
で
は
基
地
建
設
に

よ
っ
て
活
況
を
呈
す
る
土
建
業

を
尻
目
に
、
伝
統
的
な
ク
バ
の

葉
を
使
っ
た
民
具
作
り
や
畜
産

で
踏
ん
張
る
若
者
た
ち
が
い

る
。
こ
こ
に
真
の
地
域
再
生
の

萌
芽
が
見
い
だ
せ
る
。
こ
う
し

た
萌
芽
を
支
え
励
ま
す
の
が
、

地
方
自
治
体
や
地
方
財
政
の
本

来
の
役
割
で
あ
る
。
そ
の
役
割

回
復
の
た
め
の
地
方
財
政
の
充

実
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

地
方
財
政
に
加
え
、
地
域
再

生
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
を
果

た
す
の
が
、
医
療
や
福
祉
・
介

護
と
い
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ

マ
ム
の
充
実
で
あ
る
。
周
辺
部

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
こ
れ
ら

対
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
こ
そ
が
地

域
内
で
の
一
大
産
業
で
あ
り
、

多
く
の
雇
用
を
生
み
出
し
地
域

経
済
を
支
え
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
診
療
報
酬
や
介
護
報

酬
単
価
の
引
き
上
げ
・
拡
充
に

よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の

向
上
は
、
真
の
地
域
再
生
に

と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。
社
会

保
障
運
動
と
地
方
自
治
、
地
域

づ
く
り
運
動
の
連
携
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　 送金いただいた募金は日本赤十字社を 通し て全額被災地域に寄

付いたし ま す。（ ４ 月３ 日現在、 送金総額 4,211,667円）

※ 京都銀行から の振込みの場合、 手数料は無料です。

※ 本募金は寄付金控除の対象と なり 、 振込票の控え等と こ の記事

を保存し て下さ い。 詳し く は顧問税理士にお尋ね下さ い。

　 本募金は寄付金控除の対象と なり ま せんが、 会員の皆さ ま は

「 募金特別会費」 と し て税務上の必要経費にでき ま す。 本募金の領

収書を 希望さ れる 場合は保団連ホームページから 領収書発行申請

をお願いし ま す。

能登半島の復興に向け

引き続き救援募金にご協力を

－協会・ 医会・ 保団連107,000会員の力を災害地域に－

集まった募金は被災会員のお見舞に

京都府保険医協会

全国保険医団体連合会

■振込先口座　 京都銀行　 本店　 普通預金 533 711 7

■ 口座名義

京都府保険医協会　 能登半島地震救援募金　 理事長鈴木卓
（  キョ ウ ト フホケンイ キョ ウ カイ 　 ノ ト ハント ウ ジシン

キュ ウ エンボキン　 リ ジチョ ウ ス ズキタ カシ）

■ゆう ちょ 口座間  郵便払込番号　 0 016 0-0-140 34 6

加入者名　 全国保険医団体連合会

■他銀行間　  銀行名　 ゆう ちょ 銀行（ 9 90 0）

店　 名　 〇一九 店（ 0 19 ）

種　 別　 当座　 口座番号　 01 40 346

口座名　  ゼンコ ク ホケンイ ダンタ イ レ ンゴウ カイ

　 全国の保険医協会・ 保険医会主催のウ ェ

ブ研究会・ 講習会は、 他府県の会員でも 参

加・ 視聴でき ま す。 企画概要等の詳細は、

保団連情報サービ ス に登録し た会員（ 登録

無料） が閲覧でき ま す。

■  福岡県歯科保険医協会［ 5 月 8 日（ 水） 20時～21時15分］

所得税の定額減税って何？ 実務対応Web セミ ナー

松本 行央 氏

（ 福岡県歯科保険医協会顧問社会保険労務士）

■  三重県保険医協会［ 5 月 9 日（ 木） 18時～19時］

医療監視に対応し たセキュ リ ティ 対策

岩下 洋 氏

（ 全国保険医団体連合会事務局主査）

保団連保団連 研究会交流サイト のご活用を研究会交流サイト のご活用を

今後の予定

　

小
林
製
薬
が
製
造
し
た
紅
麹
を
使
っ
た

サ
プ
リ
メ
ン
ト
「
紅
麹
コ
レ
ス
テ
ヘ
ル

プ
」
な
ど
に
よ
る
健
康
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
2
0
2
4
年
4
月
14
日
現
在
で
死

者
5
人
、
入
院
し
て
治
療
し
た
人
は
延
べ

2
3
1
人
、
同
社
へ
の
相
談
件
数
は
約
8

万
件
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
対
策
委
員
会
は
23
年
8
月
26
日
、

内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
委
員
・
脇
昌
子

氏
を
講
師
に
「
健
康
食
品
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
知
ろ
う
」
の
食
の
安
全
問
題
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
健
康
食
品
」

は
「
医
薬
品
」
と
異
な
り
、
①
成
分
量
や

品
質
は
製
造
者
の
責
任
②
摂
る
か
ど
う
か

は
消
費
者
自
身
が
自
己
選
択
③
有
害
事
象

も
有
効
性
も
消
費
者
が
自
己
評
価
―
で
あ

る
こ
と
で
す
。
保
健
機
能
食
品
に
は
、
栄

養
機
能
食
品
、
機
能
性
表
示
食
品
、
特
定

保
健
用
食
品
（
「
特
保
」
）
が
あ
り
、
こ
の

中
で
有
効
性
と
安
全
性
を
国
が
審
査
し
て

個
別
に
表
示
を
許
可
（
緩
い
規
格
基
準
）

す
る
の
は
「
特
保
」
の
み
で
、
機
能
性
表

10
年
前
か
ら
欧
州
で
警
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
今
回
の
調
査
で
紅
麹
製
造
中
に

青
カ
ビ
か
ら
未
知
の
物
質
「
プ
ベ
ル
ル

酸
」
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
因
果
関

係
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
。

　

健
康
被
害
の
方
の
多
く
が
「
フ
ァ
ン
コ

ニ
ー
症
候
群
」
（
近
位
尿
細
管
の
機
能
異

常
に
よ
り
、
糖
、
ア
ミ
ノ
酸
、
リ
ン
、
重

炭
酸
塩
な
ど
の
再
吸
収
障
害
に
よ
り
、
筋

力
低
下
、
倦
怠
感
、
脱
水
な
ど
を
起
こ

す
。
尿
細
管
性
ア
シ
ド
ー
シ
ス
、
低
リ
ン

血
症
、
低
カ
リ
ウ
ム
血
症
、
進
行
す
る
と

腎
不
全
を
起
こ
す
）
を
呈
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
診
断
は
腎
機
能
の
異
常
、
糖
尿

（
血
糖
値
は
正
常
）
、
リ
ン
酸
尿
お
よ
び
ア

ミ
ノ
酸
尿
な
ど
を
示
す
こ
と
で
す
。

安
全
性
を
軽
視
し
た
成
長
戦
略

2
0
1
5
年
4
月
に
規
制
緩
和
に
よ
る

成
長
戦
略
と
し
て
健
康
食
品
の
機
能
性
表

示
を
解
禁
す
る
制
度
が
企
業
の
要
請
で
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
「
機
能
性
表
示
食
品
」

示
食
品
は
保
健
機
能
に
つ
い
て
そ
の
根
拠

の
情
報
を
国
へ
届
け
出
る
こ
と
で
表
示
許

可
が
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。
管
轄
は
消
費

者
庁
で
、「
健
康
食
品
」
の
情
報
発
信
等

は
内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
が
、
健
康
被

害
の
対
応
に
つ
い
て
は
消
費
者
庁
・
厚
生

労
働
省
が
行
っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。企

業
任
せ
の
安
全
評
価

　

今
回
の
健
康
被
害
を
起
こ
し
た
「
紅
麹

コ
レ
ス
テ
ヘ
ル
プ
」
は
機
能
性
表
示
食
品

に
属
し
、
安
全
性
の
審
査
は
な
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
安
全
性
の
評
価
に
つ
い
て
は
企

業
任
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
合
成
を
阻
害
す
る
薬
剤
「
ス
タ
チ

ン
系
」
が
、
青
カ
ビ
や
コ
ウ
ジ
カ
ビ
か
ら

発
見
さ
れ
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
紅
麹
に
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下

げ
る
作
用
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

「
シ
ト
リ
ニ
ン
」
と
い
う
腎
障
害
を
引
き

起
こ
す
物
質
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

の
安
全
性
に
つ
い
て
は
「
企
業
等
が
自
ら

評
価
を
行
う
こ
と
が
適
当
」
と
し
て
安
全

評
価
を
企
業
に
任
せ
き
り
に
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
商
品
の
効
果
を
煽
る
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
広
告
で
、
大
規
模
で
重
大
な
健
康

被
害
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
健
康
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
認
可
を
消
費
者
庁
か
ら
厚
生
労
働
省

（
私
見
で
す
が
、
以
前
の
よ
う
に
厚
生
省

と
労
働
省
は
分
離
す
べ
き
）
へ
移
管
し
、

食
品
安
全
委
員
会
の
権
限
を
強
化
、
「
健

康
食
品
」
の
効
果
と
安
全
性
の
基
準
を
厳

密
に
し
、
誇
大
広
告
を
制
限
、
被
害
者
へ

の
救
済
・
補
償
制
度
の
確
立
、
服
用
前
に

医
師
に
相
談
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
ず
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

野
放
し
「
健
康
食
品
」
で
死
者
ま
で
招

い
た
国
の
責
任
は
大
き
く
、
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
、
医
療
関
係
者
・
団
体

か
ら
も
強
く
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「 紅麹」サプリによる健康被害を受けて 健康食品の安全基準を厳格に環
境
対
策
委
員

　

山
本

昭
郎

環
境
対
策
委
員
会
提
言

島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
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地域再生をめぐって

地方財政の充実と ナショ ナルミ ニマム保障を
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